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不当なoutcomeの原因帰属に関する

実　験　的　研　究（Ⅰ）1）

－Lerner一正当世界仮説の検討－

名　古　屋大　学

諸　　井

闘　　　　　糧

自己を取り巻く環境で生じるさまざまな出来事の原因

を人が求める過程，すなわち，帰属過程は，その環境が

規則的で秩序ある因果的世界であることを確証させ，そ

の中で自己や他者の取る行動の結果の予測を可能にする

という一般的意義を持つ。Lernerは，この帰属過翠が

正当性（justice）を維持するような仕方で生じるという

側面に注目し，それは正当世界信念（abelieEinajust

WOrld），すなわち，「自分蓮は自分連が受けるに値する

ものを得，そして得ているものを受けるに値するような

世界に住んでいる」という信念の作用によると主張し，

さまざまな社会行動の説明を正当世界信念の作用という

観点から試みている（Lerner＆Miller，1978）。

‘Lemerの主張する基本的仮説は以下に述べる通りで

ある。当該人物にある特定のOutCqmeが生じているの

を観察した知覚者は，そのOutCOmeが生じた原因を求

めようとする。その際，その人物の側には，一見した所

では原因となるものが見出せない場合には，その人物は

不当な‘（un5ust）outoomeを受けていることになり，知

覚者に不当性（injustice）の知覚が生じ，知覚者はさま

ざまな仕方で正当性の回復を試みる。ただし，そのOu・

t00meが重大なものである場合には，正当世界信念に対

する脅威となる偶然（Chance）への帰属は避けられる。

知覚者は，まず，OutCαne　を現実的あるいは譲知的に

変化させることによって正当性の回復を試みるが，それ

が困難であったり，知覚者に不都合な時には，その当該

人物の佃に・OutCOmeの対応物を見出して正当性の回復

を試みようとする。ところで，Lemerによれば，人物は，

その人物が取った行為（acti皿）という側面とその人物

に内在する人格的価値（pen旧malⅦlue）という伽面に

克　　英

二分される0　したがって，OutCOmeがその人物の何ら

かめ適切あるいは不適切な行為の故に生じたと知覚され，

そのような行為とoutcomeとが十分に適合（fit）レて

いると知覚可能であれば，不当性は解消されるが，そう

でない場合に●はその人物に内在する人格的価値にOut．

COmeの対応物が求められる。すなわち，OutC餌leがポ

ジティブである場合にはその人物の人格的価値が高い故

にそのOut00meは生じたとされ，ネガティブである場

合には人格的価値が低い故に生じたとされる。Lemer

は，行為と人格的価値へのOutCOmeの対応は，一方が

十分にOutCOmeに見合ったものであれば正当世界信念

が維持される故に二者択一的であると考えており，この

点で，行為からその行為者の特性や意図などの内的特徴

を推測する傾向について考察しているJ血es＆Ⅰねvis

（1％5）などの一般的帰属論者の考えとは異なっている。

以上述べたように，「人格的価値＋行為」としての人

物と，その人物に生じたoutcomeとの関係が正当なも

のになるようにある特定の行動を起こしたり，譲知を構

成するというのがLemerの基本的仮説なのである。こ

の仮説は，本論文のr主題である電気ショックを伴う学習

実験場面でゐderwation現象をはじめ，偶然にもたら

された作業報酬の行為への対応づけ（Lemer，1％5；

Apsler＆Fried打払n，1975），rapeVictimの責任（Jo－

nes＆Amnson，1973；Smith，Keating，Hester，＆

Mitschell・1976；SeligTrnn，Brickman，＆Koulack，

1卯7），不幸な目にあった類似他者との接触の回避（Nb

Vak＆Lenler，1968；Lehler＆Agar，1972），自己の

正当性の保証と他者への援助行動との関係（Miller，

1卯7a，b；Zuckenmn，1卯5），不当性の経験と援助行

動との関係（SimmS＆bmer，1兆8），他者への信

頼と正当世界信念とゐ関係（Zuckem＆G倒basi，

1）本論文は・筆者が名古屋大学大学院文学研究科に振出した修士論文の一部をまとめたものである。
にあたり御指導を賜わった広島鯵道大学人文学部前田恒故掛こ深く謝意を表します。
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1977），そして，Rubin＆Peplau1973）によって作

成されたJustWbddスケールによって測定された正当

世界信念の強さとさまざまな態度との関係（Rubin＆

Peplau，1975）などに関して，さまざまな仕方で妥当性

が検討されている。

次に本論文の主産である電気ショックを伴う学習実験

場面についての一連の実貞則こついて述べる。Lerner＆

Simons（1腕）は女子学生（＝観察者）に同輩の女子

学生（＝Vict血）がェラーをする度に電気ショックが与

えられる対連合学習実験に参加しているのを観察させ，

何の報酬もないのにショックに苦しんでいるVictimの

運命に対して無力であるも察者はvictimをdertyate

することを見出し，このden堰atim現象を正当世界仮

掛こ基づいて次のように説明した。何の行為上の誤りを

犯しているわけではないのに（inJl∝ent Victim）苦痛

な目にあっているという事実は，観察者の持つ正当世界

信念にとって脅威であるので，そのVict血は苦しむに

値する取るに足らない人物なのだと認知的歪曲をするこ

とによって（derqationoEaninn∝entVictim），その

信念を維持するのである。このような考えに従ってLe・

mdをはじめとするさまざまな研究者はFig．1に示し

被験者→
観察

対連合学習実験

実験者　→　学習者
（サラク）電気　（サクラ）

シヲツク

Fig．1．　Lerner－Simmonsパラダイム

てあるパラダイムを用いて一連の実験的研究を進めてい

る○そこで見出されたさまざまな知見を要約すると以下

のようになる。

（a）大半の観察者は機会が与えられればYictimを

救おうとし，Victimが実際にその不当な状態から救わ

れることが明らかになるとde喝atimは生じない

（Lemer＆SirrnmS，1966；Muls＆Egger，1972；

Kenrick，Reich＆Cialdini，1976）。

（b）相手と自分のどちらかがショック条件に振り当

てられるクジ引きで，相手自身がショック条件となるク

ジを引いた時には，ショック条件への振り当てというネ

ガティブなOut00meは，相手のクジ引きという行為に

対応づけが可能な故にdertV？timは生じない（Lerner

＆Matthews，1967）。

（C）条件の選択権を決めるクジ引きによって，自分

が選択権を得て，相手をショック条件に振り当てても，

ショック条件への振り当てという相手のネガティブな

OutCOmeは，正当な義争での敗北という相手の行為へ

の対応づけが可能な故に（5ustifiedselE－interest規範），

derqati皿は生じない（Lerner＆Lichtman，1968；
Lemer，1卯lb）。

（d）vict血は演技しているだけだと告げられたり，

他者の不幸に対する人々の反応についての研究であると

告げられた被験者は・Victimをdertyate Lないし，

さらに，そのことを告げられないナイーブな被験者によ

るvictimのderqati∝lを予測することもできなくな

る（Lerner，1971a；Simons＆Piliavin，1972）。

（e）単独でVictimを観察するよりも，集団で観察

する方が，自分の評定によって実験者が自分を非情な人

間だと患う可能性が減じるので，Victimのderqatiq

は生じ易い（Adenn叫Brehm＆Ka也，1卯4）。

（f）正当世界信念の強い者は弱い者に比べてVi＿

Ctimをden塔ateする債向は大きい（Zuckemun，Ge．

沌aSi，KmVi也，＆Wheeler，1卯5）。

（g）宗教を重んじている者は，そうでない者に比べ

て，状況に左右される程度が小さいと考えられるために，

Victimをderwteする候向は小さい（Smntino■＆

Hがdy，1卯4）。

ところで，Lemer－SimzTMm　パラダイムでの　dero一

gation現象についての正当世界仮説に基づく解釈に対

しては・主として卑下の三つの面からの批判があ．る。

第一の批御ま観察者とvict血の間の心理的関係に関

するものである。Ademnn，Brehm，＆Katz（1974）

は，従来このパラダイムで用いられている教示が共感抑

制的構え（Set）を観察者に取らせるためにdm跡亘

が生じたと主張し・自分自身vic血になったっもり1で
観察するimagine－Se胎et条件では　de喝atimが生

じないことを見出した。また，Sm飢tino＆故旧t頑

（1卯4）は，も察者自身が後でシ。ツクを受けることに

なっているSimilarfate条件ではVictimへの同情が

生じることを見出した。したがって，観察者とYicti叫

との間になんらかのユニット関係が存在する場合に嘩

Victimに生じているネガティブなOutCOmeを人格的価

値の低さに対応づけることはないといえる○　さら時，，，

LemerJsim胴パラダイム以外の鞘でも，鶴舞者キ

刺激人物の間にユニット開係があ・る時にはその人軌乙生

じたネガティブなOutCOmeを内的に舟属しないことが

見出されている（Gould＆Sigal1，1977；W劇如軋＆

SalaJICik，1977）。したがって，derqatim現象を，l

Ck膿血＆加ey（1卯3）が主張するように，防革鱒

舟属仮説－すなわち，自己がそのような不当な立軌こお

かれる可能性が小さい時には・そのネガティブな0叶

00meをその当事者の責任にすることによって自己考心

理的に防脊するが，自己がそのような不当な立乳こおか
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れる可能性が大きい時には，当事者への責任帰属は間接

掛こ自分を非難することを意味するので，当事者以外に

責任を帰属することによって自己を防衛するという仮説

一によって説明することも可能である。

このような批判に対して，Lernerは，最初は（Lerner，

Miller，・＆Hdmes，1976；Lerner，1977），自己と他者

との間に未分化で最小の経験の差異しかないidentity

関係，共通の目榛のために促進的な開係にあり，薪似性

が知覚されているunit関係，および競合的で共通性の

ないnon－unit関係を区別し，各々の関係によって正当

性の形式（fbrTnsOfjustice）が異なると主張し，自己

の知見との斉合性を主張している。そして，さらに，そ

の後（Lerner＆Miller，1978）；観察者の視覚的オリ

エンテーションが帰属の方向を決める重要な要因である

というSton題（1野3）の知見に基づき，も察者の注意

の方向による差異も考えられると主張している。しかし，

その人物に注意を向けることが必ずしもその人物への内

的帰属となるわけではないことを示したR曙an＆1bt・

紳（I野5）の知見からすれば，注意の方向による説明

だけでは不十分であると言えよう。

二なお，Cbikin＆Darley（1973）が依拠している防

帯的帰属理論は，Wil或er（19朗）が振起した責任の壬

太さ依存仮説－すなわち，OutC仰服が重大であるほど，

当事者に課される責任は増大するという仮説－に基づ

いて展開されたものであるが，Wねlsterのこの俊吉削も

正当世界仮説とは基本的に異なるものであるにもかかわ

らず，Shw＆Skohick（1卯1）をはじめとする防衛的

帰属論者は両者を混同している。つまり，bmer．は，一

般的な青年の増減に？いてではなく，行為上の責任と人

格上の責任についての二者択一的な帰属について言及し

ているのに対して（L叩er，1別路；JoneS＆血，

1卯3），防衛的帰属論者は一般的責任の増減を問題にし

ているにすぎないのである。したがって，防衛的帰属論

者がノ一般的責任の増減だけでもって，正当世界仮説と

防衛的帰属仮説の妥当性の比較をするのは適切ではない。

以上申ことに加えて，自己の正当性が脅威に曝されて

いる時には他者の正当性には無関心になることを見出し

たMiller（1977a，b）の援助行動についての実験から

自弓と他者では正当性原垂の適用の仕方が異な尋と言え

ることからも，・自・己とユニット関係のある他者について

は，そうでない他者の場合と正当性原理の適用の仕方が

異なると考えるLemerの初期の主張は十分妥当である

と言えよう。

第二の批判は，第一の批判と関連しており，Victimに

ショックを与えている実験者に加担しているような意識

がも察者に生じる故にdert檻ati皿が生じるという・Ci・

ddh㍉Kendck＆H璃（1卯6）の批判である。彼ら

は，学習実験は他学部でおこなわれていると教示する

ことによって，被験者の実験参加によって得られる利得

（C代dit）が学習実験とは無関係であることを顕在化した

low－C00lplicity条件と両者の関係は曖昧にしたままで

あるhigh－Cmplicity条件と・を設け，前者の条件では

de喝ati皿は生じないことを見出した。

ところで，もしも，彼らが主張するように，ここでの

観察者は実験参加による単位取得をvictimの犠牲を通

じてしており，その結果生じた罪意識を正当化するため

にVictimをderqateするのであるならば，この場合

のden塔atimr現象は不協和理論に基づく．harm－doing

の効果の研究（ⅠねⅤ短＆Jon飴，1兆0；Brod＆Bu鰐，

1964；GlasS，1964；Whlst訂＆Prestholdt，1966，etC）

の枠組によっても説明可能となる。しかし，不協和理論

にしたがえば，den塔ati皿生起のための重要な要因の

一つは危害を加えることを拒香する選択の自由が許され

ていることであるが，Lerner－SimSパラダイムは一

種の強制受諾事態であるので，危害の責任は実験者に帰

してしまえばそれで十分であり，derqati皿・は必ずし

も必要とされないはずであろ。さらに，Lemer（1訂la）

は，単位取得とは関係なく，したがって，罪意識が生じ

ない事態でもd訂Ogatimが生じることを見出している。

したがって，Chldiniβf〃7．（1卯6）の用いた10W－

COmPlicity条件でdezqationが生じなかったのは，罪

意識の欠如のためであるよりは，・学習実験は他学部で行

なわれているという教示のために，心理学専攻のも察者

には，事態が　relevant　でなくなり，正当世界信念に

対する脅威が小さくなったためと解される（temer＆

Miller，1978）。以上のことから，CialdinicLal．（1976）

による批判は妥当でないと言える。

第三の批判はLerner－Simmonsパラダイムでの　Vi．

Ctimの行動自体にderQgationを生じる情報が含まれ

ているという帰属論者による批判である。餌hey．＆

Lowe（1野5）は，Lemer－Sims　パラダイムでの

扇ct血は無報酬でショックに苦しむという尋常でない

行動に従事している故に外因的（鑑血nsic）であると見

られ，Weakでyieldingであるという推論を生じ，そ

れがde喝ati皿をもたらすと主張し，Victimの行動

が外因的な印象を被験者に与える条件（mndom条件，

tnwilling条件）と内因的な（intrinsic）印象を与える

条件（vd皿teer条件，g∝drea幻n条件）を設定し，

前者の条件ではden堰atimが生じるが，後者の条件で

は逆にvictimは高く評価されることを見出した。
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このような批判に対して，Lemerは，Victimが内因

的な力，すなわち高潔な動乱こよって行動していると見

倣された時にderqatimが生じないのは，ショック自

体がネガティブであっても，研究価値を認め，進んでシ

ョックを受けている故に，何の不当性も生じていないた

めであると反論している（Lemer＆Miller，1978）。さ

らに，Lemer＆Simmons（1966）とLemer（1971a）

が見出した知見，すなわち，被験者に，Victimには知

らせていないが，後にVictimに報新を与えることにな

っていると告げると，den塔ation　は生じなくなるとい

う知見は，G血y＆hⅣe（1卯5）の主張からは説明

できない。

また，G∝批ey＆bwe（1卯5）は，従来のエラーに

対応してショックを与えるという事態では，初期のエラ

ーから学習者がstupidであると推論され，その結果，

de咽tionが生じている可能性があることを主張し，

この可能性を除くために，正誤とは関係なくランダムに

ショックが与えられる条件を設けて実験を行なっている。

彼らの主張は，JoneS，R∝k，Shaver，G恍thal，＆

W如d（1鰯）の能力帰属に関する初頭効果の知見から

すれば，一見妥当であるが，しかし，Vict血に十分な

報酬が与えられるとderqationが生じなくなるという

事実はやはり説明できない。

ところで，‾ェラーに対してショックが与えられている

通常のLemer－Siェ皿mSパラダイムでは，正当世界仮

説に単純に従えば，ショックをvict血の犯したェラー

という行為に対応させれば十分であり，人格的価値の低

さに対応させる必要はない。この点に関して，Lemer

は，学生はこの種の学習実験の初期には誰もがェラーを

するものだと思っており，エラー自体の一般性にもかか

わらず，ショックを伴った学習実験に参加させられてい

ることが不当であると主張している。

しかし，Victimの行為（すなわち，エラー）とかか

わりなくランダムにショックが与えられている場合には

行為への対応づけの可能性がより小さいはずであるから，

それだけ人格的価値への対応づけは大きくなり，dem一

関tionは極瑞になることが当然考えられる。ショック

の与え方をランダムにした実験には，前述のG∝畑陀y＆

bwe（1卯5）の実験と，機賊が誤ってプログラムされ

たためにvict血がェラ・－をしていないにもかかわらず

ショックが与えられる　Piliavin，brdyck＆Vadum

（1967）の実験があり，前者ではderqatimの程度が

小さくなっているように患われ，さらに後者ではde押

掛timが生じないことが見出されている。しかし，前

者では，エラーに対してショックが与えられる条件を欠

いており・また・後者では機械を予め十分に点検してお

かなかった実験者への非掛こよって不当性が解消されて

いる可能性があるために・両者の債向は必ずしも正当世

界仮説にとって決定的に不利であるとは言えない。した

がって・Lerner－S血mmSパラダイムでショックの与

え方をランダムにするとdem齢timがより極端になる

という正当世界仮鍬こ基づくこの予測の妥当性は現状で

は依然として曖昧なままである。

実　　　　験

日　　　　　的

以上の論篭を膀まえて，実際にLemer－S血Sパ

ラダイムでdm閉timが生じるかを確かめることを主

目的にして夷験を行なった。その際，特に，観察者の

「構え」の変数と対連合学習実験での「強化形式」の変
数とを操作した。●

「構え」の変数は先述の諭勤から観察者とvictimの

間の心理的関係を未定すると考えられるが，Adenmn

et aL・（1974）が用いたiⅡ仏gine－Self set（以下IS

Setと略す）とwatch－himset（以下WHsetと略す）

の二条件を用いた。この場合，ISsetを取る観察者は

不当な目にあっているvict血に同情的に反応し，WH

Setを取る観察者は非同情的に反応すると予卸される。

「強化形式」の変数は・行為とoutc肌eの対応関係

の有無の効果を見るために導入したが，何のショックも

与えられない通常の学習実験であるコントロール条件

（以下C条件と略す），Lerner－Sim皿Sパラダイムで

通常用いられている学習者の犯したエラーに対して電気

ショックが与えられるエラーショック条件（以下郎条

件と略す）・およびGdfrey＆Lewe（1975）が用いた

ものと類似した条件やある学習者の反応の正誤とはかか

わりなく予め決められたプログラムに従ってショックが

与えられるランダムショック条件（以下RS条件と略す）

の三条件を用いた。この場合，田条件ではショックの

エラーへの対応づけが可能な故に，RS条件に比べて不

当性の程度は小さいと考えられる。

本実験で検証する仮説は次の通りである。

仮説Ⅰ－WHSetを取った場合，ESおよびRS条件

ではdm唱乳timが生じるが，その程度はRS条件の方

が大きいであろう。

仮説Ⅱ－ISsetを取った場合　ESおよびRS条件で

は同情が生じるが・その程度はRS条件の方が大きいで
あろう。

ところで・本実験では男女被験者を用いているが，考
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寮でも述べるように，Lemerらの一連の研究では被験

者の性の効果は見出されていないので，ここでは性の効

果についての仮説は導かない。

方　　　　　法

被鹸舌　男女大学生1鵬名が2～5名の男女混合集団

で参加した。なお，－C，ESおよびRS条件には大きさ

のほぼ等しい集団が同数含まれ，さらに，一集団にIS

Setを取る被験者とwnsetを取る被験者が必ず含ま

れるようにした。

実験条件　三つの独立変数，すなわち，も察者が聴く

テープに収録されている学習実験の「強化形式」（C，

玉SおよびRS条件），観察者がテープを聴く際に取る

「構え」（ISsetおよびWHset条件），および観察者の

牲（男，女）が操作される3×2×2要因計画の実験で

ある。

－実験手練　被験者は実験室に来ると，まず，態度調査

の名目でJustWorldスケール2）をチェックするように

求められ，臥後，実験者は「印象形成」の問題に関心

があることを告げ，実際の学習実験を録音したテープを

聞かせるのでどのような印象を抱いたか後で聞かせて欲

しいと告げた。「学習におよぼす前の効果」というテー

マで実施されている一連の実験の一部であるとして対連

合学習実験を説明する中で，前述した「強化形式」の変

数を操作したふ続いて，被験者がテープを聴く際に取る

構えの操作をしたが，ここでの教示内容はAdermet

止（1卯4）に従い，ISset条件では被験者自身が学習

者になった場合にどのような気持ちになるかを想像しな

がらテープを聴くように教示し，WHSet条件では学習

者の身体の動きや状態を想像しながらテープを聴くよう

に教示した。

その後，被験者は約遁分間刺激テープを聴いた。テー

プには実験者と学習者（ともに男性サクラ）が登場する

が，学習課題は12個の二文字の無意味蕎対で，実験者が

「刺激語」を読み上げ，学習者はそれと対になった「反

応恵」・を答えた。各試行でのエラー数および学習の進展

度は各強化条件で同一にした。ES条件とRS条件では

テープは同じであるが，学習者の反応とシ，ツクとの対

応関係の有無が異なって知覚され，、かつ，同じテニプで

あるようにするために，ES条件とRS条件で正答とな

る反応喬が逆になる対を導入した3）。ショ．ック条件と異

なるC条件のテープは，‘ショックが与えられていないた

めにショックによる苦痛の声（例えば「ウッ，痛い」）を

欠いている以外はES条件と同一にした。

学習がまだ完成していない第7試行直後にテープを止

め，後述のさまざまな質問項目を含んだ質問紙を煎り，

チェックさせた。

従礪変数の測定　まず，「学習者」，「平均的大学生」

および「実験者」の三者についての印象評定をさせるが，

Lemerが一連の実験で用いている遁対の両轟形容葡尺

度を用い，9点尺度上にチェックさせ，得点は各項目で

ポジティブ9点～ネガティブ1点とし，∵合計得点を印象

値とした。

その他，「構え」と「強化形式」の操作の有効性チェ

ックのために，取るべき構えやテープでの強化条件につ

いての教示を理解したかを確認する質問項目や，学習実

験事態に対するも察者の態度（上述の実験者の印象に加

えて，ショック使用の是非，ショックを伴う学習実験へ

のも察者自身の参加意志），学習者のパラォマンヌの知

覚（エラー数の推定，学習誅尾の難易度，学習速度，学

習者の実験参加の自発性），および電気ショックに関する

評定（ショック数の推定，不当に与えられたショック数

の推定，学習者の示した苦痛度，学習者の苦痛に対する

も察者自身の共感度）についての質問項目を設け，チェ

ックさせた（結果の表に示してあるように，エラー数の

推定などを除いて，大半が9点尺度である。）。

結　　　　　果

操作変数のチェックで，不適切な反応をした者および

deceptionを見破った者を除いて，各条件8名，計96名

2）Rubin＆Peplau （1973）に基づいて作成した別項日（正当方向項目，不当方向項目，各12項目：例～「幸運′

をつかんだ人は，それだけの努力をしている」・「善行は，たいてい，だれにも気づかれない」）からなるリッカ

ートタイプの尺度で・各項目に同意一不同意の7点尺度で反応させた○得点は，各項目で正当方向の反応を7
息不当方向の反応を1点となるようにして，その合計得点を正当世界信念の強さとした。

3）例えば，「ては」という勅裁掛こ対して・ES条件では「あれ」，RS条件では「れあ」が正しい反応欝である
場合，学習者が「れあ」と答えてショックが与えられると，ES条件では誤答に対してショックが与えられてい

ることになるが・RS条件では正答であるにもかかわらず・ショックが与えられていることになる。RS条件で
はこのような不当ショックがテープを聴いている間17回出現するようにした。

なお・学習実尉こついての最初の説明で・刺激帯が皇示されて一定時間後に学習者には正答が呈示されている

と予め教示されるが・テープを軌、ている間は被験者には正答は呈示されない○したがって；被験者が学習を完
成させる可能性は小さいと考えられる。実掛こ・一部の被験者に，実験終了後，刺激帯を示し，反応語を答えさ
せたが・ISSet・WHsetにかかわらず・すべての者が12個申2－4伸しか答えることができなかった。

－113－



実験社会心理学研究　第22巻　第2号

の結果をデータとして採用した。なお，以下の叙述では

学習者をSP（Stimulusprsm）と略して呼ぶことにす

る。

独立変数の擁作の有効性　構えの教示や強化形式につ

いての教示を理解していなかった者は予め除いてあるの

で，ここではSPが正答であるにもかかわらずシ，ツク

を受けた不当シ，ツク数の推定値を示す（Tiblel）。分

散分析（3×2×2）の結果によると，RS条件の万が

不当シぎツク教が多く推定される債向があることを示す

「強化」の主効果が有意であり（ダ＝42．野，〃ら1／56，

♪＜・01）・不当性の操作は賓当であうたと言える。また，

RS条件で不当シヲツク数が多く推定される傾向はWH

託t条件よりもIS亭et条件で大きいことを示す「強化×

構え」の交互作用（ダ＝5・21，〃去1価，♪＜．佑）と

「構え」の主効果（ダ＝2・粥，拒∨鎚，♪＜．10）が有意
であった。

SPの相対印象傭　恥ble2には，Lernerの一連の

実験で用いられている方法に従って，SPの印象億から

平均的大学生の印象値を減じたSPの相対印象値が示し

てある（得点範囲：＋1秒一一は0）。分散分析（3×2

×2）の結果によると・ISsetを取った観察者はWH

Setを取った観察者よりもSPを高く評価する償向があ

ることを示す「構え」の主効果（ダ＝3・81，〝＝1／乳

♪＜・10）と・男子は女子よりもSPを高く評価する虜向

があることを示す「牲」の主効果（ダ＝2・77，〝＝1／乳

T▲ble l

不当ショック数の条件別平均推定艦

　 男 子

E S　 R S
　 女 ■子

E S　 R S

I S Se t

W H 8et

0．舶　 9．00

（1．為 ） （7 ．69 ）
1．38 ・ 12．75

（2・卯 ） （6 ．32 ）

1．6 3　 7．13

（1．7 7 ） （6．鵬 ）
・ 1．88　 5 ．75

（2 ・幻 ） （2．7 7 ）

（　）：gD

♪＜・10）が有意であった。男子では・ISSetを取った観

察者は強化条件を問わず，SPを高く評価しているのに，

wnsetを取った観察者はES条件では・SPを少し高

く評価するのに・C条件・RS条件では少し低い評価を

する傾向があると言える（有意な条件差は，C－WHset

VSC－ISsetのみで見出された。fH＝2・77，♪＜・鴨）。し

かし，女子では・WHset条件での傾向は男子に似てい

るが・ISset条件でのSPの高い評価は生じておらず，

女子のみで分散分析（3×2）を試みると有意な主効果

や交互作用はなかった（男子のみでは・「構え」の主効

果のみが有意であった。ダ＝a81・〝＝1′42，♪＜・10）。

他の従雷変数の結果　男子では，女子に比べて，SP

の相対印象備により明確な条件差が見られ，さらに，以

下に述べるように，・他の評定でも比較的明確なパターン

が生じているので・以下は男子の結果についてのみ述べ

る。恥ble3には・学習実験事態に対する観察者の態度，

SPのパフオマンスの知覚および電気ショックに関する

評定についての平均値と分散分析（3×20r2×2）

の結果を示してある。

（1）学習実験事態に対する観察者の態度「実験者の

印象値」では・防ISset条件とRS－Ⅵ蝕t条件で他

の条件に比べて実験者が高く評価される債向があること

を示す交互作用が有意であった（有意な条件差は，田－

WH由t vs RS－W馳et，およびES－rSset vs ES－

W馳etで見出された。ち戸－2・吼♪＜・10；fH＝1．89，
♪＜．畑）。

「ショ・ツク使用の是非」では・C条件では他のシヲ、ツ

ク条件に比べてショック使用を薄める債向があることを

示す「強化」の主効果が有意であった○Ⅰ蝕et条件では，

RS条件で長もショックを認めない債向があったが忙－

ISsetvsRS－ISset tll＝2・88，9＜．佑；ES－ISset・VS

R5－1蝕妃t fH＝1・90・♪＜・10），W馳et条件では，一郎

条件で最もショックを認めない候向があった（C－WH一

駅tVSESrW馳et fll＝2・髄，♪＜．10）。

「観察者自身の参加意志」では，RS条件への参加意志

Table　2

SPの相対印象艦の条件別平・均艦

I S　8et

C　 男 E S 子　 R S

8 13

C　　 女 ES 子　　 RS

W H Set

（5：94） （2㌢諾） 謡 筑

昔 註 ‘ （l…霊 ， 認 諾，

（2王冠） 昔 芸，● 謡 訂，

a 三富） 烏 ・笠，一 読 芸

）
（　）；丘か
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Table　3

学習実験事態に対する鶴舞者の鰻嵐SPの′くフォマンスの知覚，およびt気ショック
に関する評定についての条件別平均鷺と分散分析の結果（男子）

C E S R S 分散分析 の結果
IS Sel　　 W H 8e t IS 8e t　　 W H 8e t IS 8et　　 W H set 強 化 ・ 構 え 交 互作 用

異義者 の印象義 74．知　　　 73．75 81．；5　　　 7 1．乃 71．郎　　　　 81．75 F ＝ 3．の
4 ′＝ Z／ゼ

♪＜．肪筆　 ネガティブは－ 1£ ポジティブ

曹
（5．亜） ‾ （10．刃） （11．21） （よ打） （13 ．m ）　 （10．朗）

実徽 シ ，タグ鐘用 の是非

‡ 書 柑 ティナト 9 ボ汚 イブ

鰻 の

5．倍　 6．の

（2．4 5） （之幻）■

▲63　 3．；5

（之王箔） （2．咽）

2 ．知　 ▲：蛤

（1．拓 ） （a t汀）

F ＝▲由
〟 ＝γ ゼ

♪＜・（方

諾 慧 …： R S 緋

す

る 拒 否 1 －

9 蓼加 恥 条 件

3．13 1．乃

（a a ） （ 1．刃）

’a 乃 1．75

（乙 19） （1．17 ）

1．t蛤　 3．軸

（1．謂） （2．部）

ダ＝2 ．労

lげ＝2／ゼ
♪＜．10 ‘

之郎　 3 ．如

くa 訪） （2・鱒

4．的　 之的

（之聞） （1．瓜）

2．75　 4．∞

（2．一鵬） （a 乃）

エ ラー数 の推 定 的．00　　　 5 1．館 一蛤．の　　　 4 1．鴎 也．8　　　　 40．tB ダニ 2．1打

き （正答 心 回 ）
（10．野） ．（9．か） （14．郎）　 （12．謂） （13．亜）　 （14．2 i）

上げ＝む／ゼ

♪＜・10

？　 学習離農 の難易度

′ヽ
7．38　　　　 6．13 7 ．知　　　　 7．13 ＆（D　　　 L　7 ．的 F 言＝2．－幻 ダ＝ ▲24

； 鳥 卜 9 離

マ

（1．諏）　 （1．．缶） （0 ．別）　 （1．13） （ 1．Ⅳ）　 （1．31・）
ガ ＝Z／彪

♪＜・10

4 7 ＝ l／む

♪＜・（方

ン ・学習速度　　　ヽ 3．蔚　　　　 3 ．：蛤 4．：蛤　　　 ◆4．謂 4．乃 ・　　 4 13

芸　 遅 1 － 9 早

知

（之刃）　 （1．幻 ） （2．（Ⅳ）　 （1．：氾） （1．認）　 （0．労）

鷺　 S P の実験 蓼加 の自発性 ▲茹　　　 3・．の 5．の　　　　 4 ．；5 良tB　　　　 も乃

強制的 1 ～ 9 自発的 （1二部） （0・瑚 （2．お）　 （2 ．19） （3．併）　 （2．m ）

シ ョック数 の推 定 一蛤．75　　　 4 1．郎 4之勤　　　　 34．75

雲　 （正 答4 1 回 ）
（15・13 ） （13・鱒） （9．品）　 （10 ．71）

：　 不当 シ ，少ク数 の推 定
0．郎　　　 1．蔚 9 ．（氾　　　　 7．13 F ＝ 14．乃

； （臨 ‥0 回／ R S ‥ 17 回） （1．為） （1．打） （7．⑳）　 （6．体）
4 ／＝ l／ a

♪＜・0 1

品　 s p の割 は 7 ．倍　　　　 7．t蛤 8．：鳩　　 ．8 ．の ダニ2 ．労

くけ主 1／訪
♪＜・10

言　 小 1 ⊥ 9 大
（0 ．ね）　 （0．叫 （0．髭）　 （0．雅）

誓　 s p の鞘 への棚 度 5．郎　　　　 5．知 ：‘ 良爵 一　　　 5．田上

小 1 ■－9 大 （ 1．乃）　 （之併） （a Q ）　 （a 卸ト

については，CおよびES条件ではISsetを取った場

合よりもVH紀tを取？た場合の方が参加意志が小さく

なるのに，RS条件では逆の候向があることを示す有意

な交互作用が見出されたが，ES条件への参加意志につ

いては何の有意な主効果も交互作用も見出せなかった。

しかし，二つのショック条件では，RS条件への参加意

志，RS条件への参加意志ともに，ES－WH岳et　および

RS－ISset条件では小さくなる傾向があると言える（個

々の条件間に有意差は見出せなかった）。

以上の四つの測度を通じて言えることは，ショック条

件では，ES－ISsetおよびRS－WH岳et　条件では，ES－

WHset　およびRSJSset条件に比べて，学習実験事態

に対してポジティブな態度を籍っ候向があるということ

である。

（2）SPのパフオマンスの知覚「ェラー数の推定」で

は，C条件ではショック条件に比べてエラー数が過大に

推定される償向があることを示す「強イ山の主効果が有

（　）：ぶD

意であった（ISset条件では強化条件間に有意な差は見

出せず，WHset条件でのみ有意な差が見出された。C－

WIねet vsES－WH畠et tl一＝1．85，9＜．10；C－Wbtvs

RS－WH岳et fH＝1．訂，♪＜．10）。

「学習課塵の＃易度」では，RS条件，ES条件，C条

件の頓に課題は難しいと見倣される債向があることを示

す「強化」の主効果と，ISset条件では伽馳et条件に

比べて課題は難しいと見倣される債向があることを示す

「構え」の主効果が有意であらた（有意な条件差はC－

WIねet vsRS－WH畠et　で見出されたのみであった。t14

＝一1．91，♪＜．10）。

「学習速度」では，何の有意な主効果も交互作用も見

出せなかったが，ショック条件ではC条件に比べて学習

速度が早いと見倣される債向が有意ではないがあると言

える。

「SPの参加の自発性」では，何の有意な主効果も交互

作用も見出せなかったが，C条件でWH岳et条件の方が
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Ⅰ蝕t条件よりもSPの参加は強制的であると見倣され

る債向があり（fl…＝2・02ノ♪＜・10）ES条件，RS条

件でも有意ではないが同様な債向がある。また，C条件

に比べてシ，ツク条件の方が参加は自発的であると見倣

され為傾向が有意ではないがあると言える。

（3）シ，ツクに関する評定「ショック数の推定」で

は何の有意な主効果も交互作用も見出せなかった。しか

し，有意ではないが・RS－Ⅵ蝕t条件でショック数を

過少評価する傾向があ畠と言える。

杯当シ，ツク数の推定」では・RS条件では田条件

に比べて不当ショック如移く推定される傾向があるこ

とを示す「強化」の主効果が有意であった（田－Ⅰ鮎et

VSRS－TSsettT・37＝－2・95，9＜・鴨；ES－W馳etvsRS＿

W馳e＝…＝－2・吼♪＜・吼ただし，交互作用は有

意ではないけれども，ISset条件に比べてWH如条件

では強化による差が小さいと言える。

「SPの苦痛度」では・RS条件では田条件に比べて

SPの苦痛度は大きいと見倣草れる債向があることを示

す「強化」の主効果が有意であった（有意な条件差は，

田－ISsetvsRS－Ⅰ鮎etで見出されたのみであった。ち1
＝－2・封，♪＜．佑）。

「SPの苦痛への共感度」では何の債向も見出されなか

SPの相対印象値と他の従礪変数との丙係　SPの相

対印象値と他のさまざまな評定との関係を瀬べるために，
条件別に相関を調べた。

（1）C条件ISset条件では，学習課題の難易度と学

習速度の知覚とで有意な正の相関が見也され（′＝．8鵬，

♪く01；′＝・740・♪＜・01），SPの相対印象値が高い場

合には，学習諌軌鱒しいと見倣され，SPの学習速度

は早いと見倣される傾向があることを示している。

W馳et条件では，エラー数の推定で有意な負の相関

が見出され（r＝一・572・♪＜・10），SPの相対印象値が

低い場合には・エラ丁数が多く推定される傾向があるこ
とを示している。

（2）郎条件ISset条件では・ショック使用の是非，

学習速度およびSPの実験参加の自発性で有意な正の相

齢現申され（r＝・別4，♪＜・10；r＝．恥♪＜．恥r＝

・573・♪＜・10），SPの相対印象億が高い場合には，ショ

ック使用が謡められ・学習速度は早いと見倣され，SP

の実験参加は自発的だと見倣される債向があることを示
している。

Ⅴ馳et条件では・学習速度で有意な正の相関が見地

され（r＝・592，♪＜・10），SPの相対印象値が高い場合

には・学習速度は早いと見倣される傾向があることを示

している。また・・実験者の印象値・ショック使用の是非

およびSPの苦痛度で有意な負の相関が見出され（r三

一・髄札・♪＜・佑；r＝一・714，♪＜・佑；r＝一・523，♪く

・1の・SPの相対印象値が高い場合には・実験者は低く

評価され・ショック使用は諌められず・SPの苦席度は

小さいと見倣される傾向があることを示している。

（3）RS条件Ⅰ蝕t条件では・実験者の印象値，RS

条件への観察者自身の参加意志およびSPの鞘度で有

意な負の相矧が見出され（r＝一・577，♪＜．10；′三、

・湖・♪＜・10；r＝一・519，♪＜・1の・SPの相対印象値

が高い場合には，実験者は低く評価され，も察者自身の

参加意志は小さくなり，SPの苦痛度は小さいと見倣さ

れる債向があることを示している。

W馳et条件では，エラー数とショック数の推定で有

意な正の相関が見出され（r＝・伽，♪＜牒；r＝．8軋

♪＜・01），SPの相対印象値が低い場合には，エラー数，

ショック数ともに低く推定される債向があることを示し

ている。また・ショック使用の是非とSPの苦痛度で有

意な負の相関が見出され（′＝一・6乳♪＜．取r＝一

・瑚・♪＜・10），SPの相対印象値が低い場合には，ショ

ック使用が譲められ・SPの苦痛度は大きいと見倣され

る債向があることを示している。

SPの相対印象膚と線素者の正当世界債念の強さとの

用係実験前に実施したJust・Wdrldスケールでの親祭

者の得郎SPの相対印象値との相関が恥ble4に条

件別に示してある。C条件では，両構え条件ともにSP

の相対印象値と触者の正当世界借念の裁きは鯛係で

あると言える。また，田－ISset条件でもC条件と同様

に無関係であると言えるがES－W馳et，RS－Ⅰ鮎etお

よびRS－WH如条件では，有意な負の相関が見出され，

これら三条件では・正当世界信念が強い親祭考ほど，SP

の相対印象値を低くする債向があることを示している。

SPの相対印象艦とJu＄tWorld得点の条件別相関せ（男子）

I S S e t

W H Se t

C　　　　　 E S　　　　 R S

一 ・2 9 1　　 － ・1糾　　　 － ．5 1 8

♪＜ ．rl O l

一 ・1 1 4　　　 － ・5 1 0　　　 － ．駈 3

．♪＜ ・1 0　　　 ♪＜ ．0 5

考　　　　素

結果で述べたように，ここでは・比較的明確な傾向の

あった男子の結果について論じることにする。

観察者とSPとの闇に皐ニット関係はないと考えられ

るWHiet条件は・行為とoutc皿eの対応開係の有無
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から，ES条件よりもむしろRS条件で最も大きいde－

rqationが期待された（仮説Ⅰ）。SPの相対的印象値

を見ると，RS，C，ES条件の唄で低かったが，有意な

条件差は見出せなかった。したがって，SPの相対印象

値を見る限りでは仮説Ⅰの支持は保宵さ中る。

も察者とSPとの間にユニット関係があると考えられ

るⅠ鮎et条件で鱒，不当性の程度が大きくなるほど，

SPに対して観察者は同情的になると考えられ，RS，ES，

C条件の頓でSPの相対印象値は高いことが期待された

（仮説Ⅱ）。ISset条件では　WH岳et条件に比べてSP

の相対印象値が高い債向は見出されたものの，不当性は

生じていないはずの　C」Sset　条件ですら，ES－ISset

およびRS－Ⅰ鮎et条件と同程度にSPの相対印象値は

高かった。したがって，仮説Ⅱの支持も保留される。

次に各条件別にSPの相対印象値と他の評定とを関係

づけて詳細に考察していく。

まず，観察者とSPとの間にユニット関係があると考

えられるISset条件から論ずる。この条件では，いず

れの強化条件でもSPの相対印象値は等しく高かったが，

他の評定と関連させて見ると，その意味するところは異

なっているように思われる。

C－Ⅰ鮎et条件では，SPの相対印象値が高い場合には

学習課題は難しいと見倣され，学習速度は早いと見倣さ

れる候向があることを示す有意な相関が見出されたが，

SP　の相対印象値は観察者の正当世界借念の強さとは無

関係であった。したがって，この条件でのSPの高い相

対印象値は，ユニット関係の成立に加えて，SPのパフ

オマンスの知覚に超周していると考えられる。

ES－Ⅰ鮎et条件では，実験者を高く評価し，ショック

の使用を認め，も察者自身の参加意志も高い傾向がある

ことから，学習実験事態に対してポジティブな態度を持

っていると言える。また，SPの相対印象値が高い場合

には，ショック使用が藩められ，学習速度は早いと見倣

され，SPの実験参加は自発的であると見倣される債向

があることを示す有意な相関が見出されたが，SPの相

対印象値は観察者の正当世界信念の強さとは無関係であ

った。したがって，この条件でのSPの高い相対印象値

は，学習実験事態のポジティブな受容を伴い，SPのパ

フオマンスの知覚に起因していると考えられる。

鱒SJSset条件では，実験者を低く評価し，ショック使

用を謎めず，観察者自身の参加意志も低い傾向があるこ

とから，学習実験事態に対してネガティブな態度を持っ

ていると言える。また，SPの相対印象値が高い場合には，

実験者は低く評価され，観察者自身の参加意志も低くな

る債向があることを示す有意な相関が見出された。した

がって，この条件でのSPの高い相対印象値はネガティ

ブな手鼻削こおかれたSPに対する同情の反映であると言

える。ただし，正当世界信念が強い者ほど，SPの相対

印象値を低くする候向があることを示す有意な相関が見

出されたことは，ISsetを観察者が取っても正当世界信

念は同情を抑制する方向に作用していることを示してお

り，ユニット関係がある場合のSPに対する同情をも正

当世界信念の横制によって説明し．ようとしているLeト

nerの主掛こは反する結果であると言える。

次に観察者とSPとの間にユニット関係はないと考え

られるW馳et条件の結果について論じる。この条件で

は，SPの相対印象値を見る限り，SPは，RS－WHset

条件で少しネガティブに，ES－WHset　条件で少しポジ

ティブに評価されていた。

C－WH岳et条件では，SPの相対印象億はneutralで

あったが，SPの相対印象値が低い場合にはエラー数が

多く推定される傾向があることを示す有意な相関が見出

され，さらに，SPの相対印象値畔観察者の正当世界借

念の強さとは無関係であったことから，C一Ⅰ鮎et条件の

場合と同じく，SPの相対印象値はSPのパフオマンス

の知覚に鱒因していると考えられる。しかし，ここでは

観察者とSP　との間にユニット関係がないために，C－

Ⅰ鮎et条件とは異なり，SPをポジティブに評価する方

向に機能するバイアスが歯かなくなり，SPを特に高く

評価するような債向は生じなかったと考えられる。

ES－WIねet条件では，SPの相対印象値はESJSset

条件に比べて少し低いがポジティブであった。しかし，

前述したES－Ⅰ蝕et条件とは逆に学習実験事態に対して

ネガティブな態度を持っており，また，SPの相対印象

値が高い場合には，実験者は低く評価され，シ，ツク使

用は認められない債向があることを示す有意な相関が見

出されたことからも，RS－ISset条件に類似した偵向が

生じていると言える。

なお，この条件では，正当世界信念が強い観察者ほど，

SPの相対印象値を低くする債向があることを示す有意

な相関が見出されており，本実験でのES条件に該当す

る条件で，同様の債向を見出したZucken岨n fαJ．

（1卯5）の知見とも一致する結果が示されている。した

がって，この条件では，SPの相対印象値が高い場合に

は，学習速度が早いと見倣される傾向があることを示す

有意な相関が見出されたけれども，C条件やES－ISset

条件のように，SPの相対印象値がSPのパフオマンス

の知覚に超周しているとは一概に言えない。

RS－W馳妃t条件では，六つの条件の中でSPの相対

印象掛は最も低かった。ただし，この条件では，エラ丁
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とショックとの闇には対応関係はないのに，前述した

RS－Ⅰ鮎et条件とは逆に，学習実験事態に対してポジテ

ィブな態度が見られた。また，SPの相対印象値が低い

場合には，ショック使用が藷められ，さらに，エラー数

やショック数が少なく推定される儀向があることを示す

有意な相関が見超された。以上を見ると，この条件では，

SPの相対印象値に関する限り，期待されるほどには台P

の血喝at血は大きくなかったが，その反面，エラー

とシラックとの間の対応関係を欠き，本来はポジティブ

な態度を持っべき理由もない学習実験事態をポジティブ

な方向に歪め，さらには・ショック数をも過少祝するこ

とによって・事態全体の不当性を解消しようとしている

ことがうかがわれる。つまり・今回の実験では，RS条

件での不当ショック数がかなり少なめに推定された事実

が示しているように・観察者は，エラーとショックとの

対応関係の有無を逐一的に確認できるわけではなく，そ

して特に，W馳et条件では，テープを聴く前の教示を

通してSPの身体活動に注意するような態度を取らせた

ために・両者の対応関係はより一層歪曲され易くなって

いたことが考えられる。そのため，ここではSPの相対

印象値を直接低めることの他に，さらに，事態全体を正

当化するこ、とによって・そこに喚起された不当性を解消

しようとしたと言える。ただし，正当世界倍念の強い者

ほど，SPの相対印象値を低くする候向があることを示

す有意な相関が見出されたことから，この条件ではSP

のdm断timはやはり生じていると言える。

以上，各条件ごとの考某で明らかにしたように，C－IS

去etとC－W由t条件では，何の不当性も存在しない学

習実験事態であるが故に・SPに対する評価はSPの行

動に関する惜料こ基づいており，餌鮎y＆bwe

（1粥）の主翼は言うまでもなく，所乱舞患達成場面

での原因帰属に関する理論か土のような事態ではまさし

く妥当することが言える。ただし，両条件ではユニット

関係の有無によってSPの相対印象値は左右された。ま

た・田－Ⅰ蝕t条件も・ショックを伴った事態ではあるが，

行為とoutc肌e間に一義的な対応関係がある故に不当

性は生じず，C条件の場合と同じ機制に基づいてSPに

対する評価が行なわれていると言える○そして，これら

の三条件では正当世界信念が関与していないことは，観

察者の正当世界倍念の強さが，SPの相対印象億に無関

係であることからはっきりと言える。

ショックがSPのエラーとは無関係に与えられるRS

条件では・不当性が生じていると推卸されるが，観察者

とSPとの間にユニット関係が成立しているRS一路詑t

条件では，不当な学習実験事態に対してはネガティね

態度を取る一方でSPには同情を示しているのに対し，

ユニッ欄係を欠いたRS－W馳et条件では本来なら不

当であるはずの学習実験事態をポジティブな方向に歪め，

さらにSPの相対印象値をも若干低めることによって，

不当性の解消が行なわれていると言える○たれここで

注意しておくべきことは，両条件で正当世界信念はSP

の相対印象億を低める方向に作用しており，観察者と

SPとの間にユニッ欄係があ硝合の同情を生じる機

制は正当世界信念とは別の積制である可能性があること

を示しているということである。

田－W馳et条件はRS－ISset条件に類似した傾向を

示しているが・これは・W蝕t条件ではSPの身体活

動に注意させるため，ショックとェラーとの対応開係の

有無を曖昧にさせ・RS条件に近い事態になったためで

あると推卸される。しかし，何故，RS－W馳et条件で

はなく，RS－ISset条件に類似した債向を示すのかは，
説明し♯い。

次に観察者の取る構えの問題について考察する。Ade一

mm如J・（1刑）によれば，ISsetは，SPの苦痛に似

た状態を拙者に生じさせるために，SPに対する同情

を引き起こすのであるが，「SPへの苦痛の共感度」を見

るとISset条件とW馳et条件との間に差は全くなく，

また，SPの相対印象値との間に何の有意な相関もない。

また，「SPの苦痛度」を見ても，向様に，構えの効果は

全くないと言えるが・ES－W馳et　およびRS－W馳et

条件に加えて，RS－ISset条件でも，SPの相対印象億

との間に有意な負の相関が見出されたことから，RS－IS－

Set条件でもSPが苦しんでいると見倣されるほど，SP

は低く評価されていることになる0したがって，Ⅰ蝕t

は，WH紀tに比べて・SPの苦痛に敏感に反応させ，

SPの書取こ似た状態を生じさせ易いから，SPに対す

る同情を生起させると考えるのは，本実験の結果からは

妥当ではない。つまり・同情生起の有無を共感に単相こ

結びつけるのは問題があると言える。

最後に，観察者が女子である場合に，何故SPの相対

印象億に条件差が生じなかったのかという問題について

触れておく。これは，本実験のSPが男子であるためな

のか，あるいは女子特有の債向であるのかは，この時点

では全く不明である。Lemer－Si∬mOnSパラダイムでは，

観察者・SPともに女子を用いている場合が大半である

が，SPが女子で，・観察者に男女を用いている場合にも，

観察者の性にかかわらず，der喝atimが生じることが

報告されている（km訂，1m；S血皿S＆Pil如in，

1972；Smtino＆Boutilier，1974；Smtino＆

H血y・1糾）。ところが，本実験のように，・SPが男
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子である場合を扱った研究がないことから，この間題は
今後検討を妻する問題である。

以上の論勤からわかるように・最初に立てた仮説Ⅰと

仮説Ⅱの妥当性は，「構え」の操作と「強化形式」の操

作を本実験よりもより強くすることによって，さらに検

討していく必要がある。仮説Ⅰについては，ショックと

エラーとの対応開係の有無を観察者に顕在化させること

・によって，最もde代閉ti皿が期待されたRS－WHset

条件で本実験よりも明確に・derqationが生じるのかを

明らかにしていく必要があり　仮餓Ⅱについては，不当

性が生じている事態でのも察者とSPとの問にユニット

関係が成立している場合のSPに対する同情を生じる機

制と正当世界倍念の機制との関係を明らかにしていく必
要があると言える。

要　　　　約

Lerner－Simmons′ヾラダイムで見出されたden3gatim

現象の正当世界仮説に基づく解釈の妥当性が検討された。

被験者は1町名の男女学生で，対連合学習実験の場面

を収録したと称きれるテープを聴いた○その蘇，被験者

は・自分自身学習者になったっもりでテープを聴くIS・

Set条件か，学習者の身体の動きや状態を想像しながら

テープを聴くWHset条件のいずれかに振り当てられた。

学習実尉ま，Lernerの主張する行為と人格的価値への

OutC弧eの二者択一的な対応づけの妥当性を検討する

窄めに，何のショックも学習者由ま与えられないC条件，

学習者のエラーに対応してショックが与えられる田条

件・およびエラーとは無関係にショックが与えられる

RS条件を設けた。

仮説は次の通りである。1）W馳etを取った場合に

は，ESおよびRS条件ではSPのder喝atimが生じ

るが，その程度はRS条件の方が大きいであろう。2）

ISsetを取った場合にはESおよびRS条件では同情

が生じるが・その程度はRS条件の方が大きいであろう。

仮説1）・2）は部分的にしか支持されなかったが，

男子の結果では，以下に示すように，比較的明確な傾向
が見出された。

（1）SPと観察者との間にユニット関係があるIS．

Set条件では，三つの強化条件を通じてSPの相対印象

億は高かったが・他の評定と関連づけると，そ甲意味合
いは異なっていた。

C条件ではSPの高い相対印象値はSPのパフオマン

スの知覚と結びついており，ES条件では，亘れに加え

て，実験事態のポジティブな評価を伴っていた。しかし，

RS条件での高い相対印象値は実験事態のネガティブな

評価を伴っていた。したがって，ぷ条件での高い相対

印象値は実験事態のポジティブな受容の結果であるのに

対し，RS・条件でのそれは不当な事態におかれたSPへ

の同情の反映として考えられる。ただし，S条件では，

Lem打の主張とは逆に，正当世界信念は同情を抑制す

る方向に働くことが見出されたふまた，SPへの共感が

同情を生じるというAdenmnの主張も支持きれなかった。

（2）SPと観察者との間にキニット関係がないWH．

Set条件では，SPの相対印象値は，郎条件では少し高

く，RS条件では最も低かった。

C条件では，C－ISset条件に比べて，相対印象値は低

かったが・CJSset条件と同様にSPのノヾブォマンスの

知覚に結びついていた。ES条件では，少し高い相対印

象値は実験事態のネガティブな評価を伴い，R5－IS紀t

条件と顎似していた。しかし，RS条件では，．低い相対

印象値は実験事態のポジティブな評価を伴っており，エ

ラーとショックとが対応せず，本来は不当であるべき実

験事態全体をポジティブ方向に歪曲する亘とによって，

正当性を回復しようとする傾向がうかがわれ，そのため

に，SP自体のderqationは弱められたと推測される。

また・田およびRS条件では，正当世界信念が強い観

察者ほど・相対印象値を低くする傾向が見られ，正当世

界仮説は支持された。

（3）これに対して，C－WHset，C－lSset　および

郎－Ⅰ鮎etの三つの条件では，SPの評価は正当世界借

念の強さとは全く関係がなく，もっぱらSPの行動に関

する情報に基づいて行なわれた。レたがって，本来，不

当性の知覚が成立しないこれらの条件では，一般的な帰

属理論による結果の解釈が賓当であると言えよう。
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AN EXPERIMENTAL STUDY OF CAUSAL ATTRIBUTION

FOR UNJUST OUTCOME（Ⅰ）：

AN EXAMINATION・OF LERNER，SJUST

WORLD HYPOTHESIS

KATSⅧIDE MoROI

肋抑α肋i〝β作ifプ

ABSTRACT’

The purpose of this studywas tq examine

Whetherthejustworldinterpretation ofaderoga－

tionphenomenonintheLernef－Simmonsparadigm
is vdid．

107maleandfemaleunde巧raduat由listened

toチtape OStenSibly recording the sq甲e Of a
pairedassociatelearnlngeXperimentwithani血a・

gine－Self set（ISset）orwatch－him set（WHset）．

Ne3lt．they ev叫lated theper早Onql value ofthe

learner（SP）underC（noshock），・ES（寧rrOrShock

COrreSpOndence），Or RS（random shock）condi・

tions．

The results of　48　male subjects showed

relatively clear tendencies as follows．

（1）ISset observers produced highrelative
impression value（RIV）for SPin all conditions．

HighRIVwas connectedwith theperCeption of
SP’SperformanCein both Cand ES conditions，

and　also　with a positive attitude toward the

learningexperimentintheEScondition．In the

RScondition，however，high即V wasconnected
withanegative attitudetoward thelearn1ngex・

●

Perlment．Therefore．highRIVin theES condi・
tion wasthought to be a result of positive ac・
CeptanCe OftheleanllngeXPeriment，Whileinthe

RS conditionit was thought to be a reflection of
thesympathy for SPinvolvedin an　unjust ex・

Periment．However，in theRScondition，OppOS・
■r

lng Lerner’s aSSertion，a beliefin a just world

Operatedtoinhibitsympathy．

（2）WEsetobserverSprOducedslightlyhigh

RIVintheEScondition，butrelativelylowRIV
in the RS condition．In thelatter condition re・

1ativelylowRIV w甲COnneCtedwith apositive
attitudetoward thelearnlng鱒periⅡlent．Itw卵
thusinferred that extreme’derogation of SP

didn’t occur becauseit was possible to restore

justicebydistortedlyviewlng theunjustlearnlng

experimentasjust．Inaddition，inESand RS

COnditions，the observer　with a firmer beliefin

a just world tended to derogate SP more extre一

mely．
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